
    
 

 
 

 
 

 
                     

 

                    

       

第
９
回
に 

４
２
０
人
が
参
加 

第
９
回
朝
見
地
区
ふ
れ
あ

い
防
災
訓
練
が
１
２
月
１
日
、

朝
見
小
学
校
で
行
わ
れ
た
。
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
全

地
区
か
ら
約
４
２
０
人
が
参

加
し
、
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練

に
取
り
組
ん
だ
。 

午
前
８
時
半
、
大
規
模
な
地
震

が
発
生
し
た
―
の
想
定
で
始

ま
り
、
間
も
な
く
朝
見
災
害
対

策
本
部
が
同
小
学
校
に
設
置

さ
れ
た
。
各
地
区
で
は
炊
き
出

し
が
始
ま
り
、
災
対
本
部
に
は

各
自
治
会
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
避
難
状
況
や
安
否
確
認
が

報
告
さ
れ
た
。 

開
会
式
は
１
０
時
か
ら
グ

ラ
ウ
ン
ド
で

あ
り
、
北
川
敏

雄
副
会
長
が

「
多
く
の
皆

さ
ん
の
協
力

で
回
を
重
ね

て
い
る
。
こ
の

経
験
を
糧
に

七
一
に
備
え

た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
田
所
桂

防
災
部
会
長

の
指
揮
で
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー

消
火
や
要
援

護
者
避
難
、
倒

壊
家
屋
に
残

さ
れ
た
け
が

人
を
救
出
す

る
訓
練
を
展

開
し
た
。
ま
た
、

天
ぷ
ら
油
に 

 

        

引
火
さ
せ
た
火
災
実
験
や
朝

田
、
和
屋
、
下
丂
見
、
佐
久
米
、

古
井
各
町
の
消
防
団
に
よ
る

放
水
訓
錬
の
ほ
か
、
広
域
消
防

組
合
の
協
力
で
、
地
震
体
験
車

に
乗
っ
た
り
、
煙
の
中
を
く
ぐ

り
抜
け
る
体
験
も
し
た
。 

こ
の
ほ
か
体
育
館
で
は
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
担
当
者 

 

   

朝
見
地
区
の
小
川
な
ど
に
生
息

す
る
タ
ナ
ゴ
や
フ
ナ
な
ど
の
水

生
生
物
、
植
物
の
保
護
を
考
え
る 

た
め
の
学
習
会
が
１
２
月
３
日
、

朝
見
小
学
校
で
あ
っ
た
。 

櫛
田
川
左
岸
２
号
、
３
号
幹
線
水

路
に
常
時
水
を

流
し
て
、
生
態

系
を
保
護
す
る

狙
い
で
、
こ
の

日
は
高
山
進
三

重
大
学
教
授
と

学
生
２
人
が
、

地
区
の
調
査
を

兼
ね
て
訪
れ
、

小
林
豊
地
域
環

境
部
会
長
ら
６

人
が
２
時
間
近

く
に
わ
た
っ
て

説
明
を
受
け
た
。 

ま
ち
づ
く
り

側
か
ら
は
、
条

里
制
が
残
る
小
川
の
水
が
渇
水

期
に
は
干
上
が
る
た
め
に
「
さ
か

な
救
出
作
戦
」
を
展
開
し
て
い
る

こ
と
や
、
ほ
場
整
備
計
画
の
中
に 

         が
新
聞
紙
を
用
い
た
非
常
時
用

の
ス
リ
ッ
パ
作
り
を
紹
介
し
た

り
、
子
ど
も
向
け
に
は
カ
ル
タ
や

ク
イ
ズ
で
防
災
に
対
す
る
認
識

を
深
め
た
。
昼
は
、
炊
き
出
し
の

お
に
ぎ
り
と
豚
汁
を
各
地
区
ご

と
に
会
食
。
「
さ
ら
に
多
く
の
参

加
を
」
と
呼
び
か
け
る
田
端
孝
連

合
自
治
会
長
の
式
辞
で
幕
を
閉

じ
た
。 

   

も
廃
水
路
に
草
を
生
や
す
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
指
摘
し
、
環
境
保
全
の
尊
さ

を
強
調
し
た
。
ま
た
、
メ
ダ
カ
な

ど
を
水
田
に
生
か
す
環
境
重
視

の
農
業
が
、

共
感
を
集

め
、
米
販

売
拡
充
な

ど
農
村
基

盤
づ
く
り

に
役
立
つ

と
の
声
も

出
た
。
一

方
で
、
環

境
保
全
を

経
済
的
に

裏
支
え
す

る
法
的
措

置
の
確
立

を
求
め
た

い
―
の
声
も
聞
か
れ
た
。 

■
写
真
は
小
学
校
の
玄
関
に

設
置
さ
れ
て
い
る
水
槽
。
救
出
さ

れ
た
メ
ダ
カ
、
タ
ナ
ゴ
が
い
る
。 

      

 

 

先
進
地
の
朝
見
に

視
察
相
次
ぐ 

  

地
域
内
分
権
の
先
進
地
と
し

て
注
目
を
集
め
る
朝
見
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
は
、
全
国
各
地
の
視

察
を
受
け
て
い
る
。
近
年
は
特
に

白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
、
１
０
月

４
日
に
は
、
亀
山
市
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会
の
代
表
２

８
人
の
質
問
に
答
え
た
。 

 

亀
山
市
の
場
合
は
会
場
の
関

係
で
、
午
前
１
０
時
か
ら
松
阪
市

役
所
で
あ
り
、
朝
見
側
か
ら
９
人

と
市
職
員
４
人
が
参
加
し
た
。
北

川
敏
雄
副
会
長
が
設
立
経
過
や

運
営
上
の
課
題
な
ど
を
説
明
し

た
ほ
か
、
田
上
勉
史
副
会
長
が
１

１
年
度
に
受
け
た
防
災
大
賞
を

「
地
域
の
和
と
協
力
の
た
ま
も

の
」
と
強
調
、
。「
防
災
連
携
意
識

は
、
ま
ち
づ
く
り
を
立
ち
上
げ
る

大
き
な
原
動
力
の
一
つ
に
な
っ

た
」
と
紹
介
し
た
。 

   八
尾
市
か
ら 

２
７
人
が
訪
問 

防
災
訓
練
前
日
の
１
１
月
３

０
日
に
は
大
阪
府
八
尾
市
久
宝

寺
の
一
行
２
７
人
が
訪
れ
た
。
同 

様
に
ま
ち
づ
く
り
組
織
の
結
成 

を
模
索
中
で
、「
ネ
ッ
ト
検
索
で 

朝
見
を
知
っ
た
」
と
い
い
、
事
業

所
と
の
協
定
や
、
防
災
訓
練
の
方

法
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
な
質
問

を
受
け
た
。
特
に
、
七
一
に
備
え 

た
居
住
区
割
り
訓
練
は
興
味
深 

 

げ
で
、
田
所
部
会
長
ら
が
丁
寧
に 

説
明
し
た
。
参
加
者
か
ら
の
質
問

も
多
く
、
意
欲
的
だ
っ
た
。 

 

研
修
も
積
極
的
に 

実
施
し
て
成
果 

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の

声
を
聞
こ
う
と
９
月
２
１
日
、
岩

手
県
大
槌
町
の
自
治
会
長
、
中
村

盛
観
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
「
朝

見
防
災
講
演
会
」
が
開
か
れ
、
約

１
４
０
が
熱
心
に
耳
を
傾
け

た
。 

 

中
村
さ
ん
は
「
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
こ
そ
が
自
治
会
の

使
命
」
を
持
論
に
し
て
お
り
、

当
時
の
模
様
を
生
々
し
く
語

り
な
が
ら
、「
組
織
が
動
く
の

で
は
な
く
、
そ
の
時
そ
の
場

に
い
る
人
が
動
く
」「
避
難
場

所
は
普
段
か
ら
決
め
て
お
く
」

な
ど
と
話
し
、
七
一
の
場
合

は
各
人
の
行
動
が
重
要
と
説

い
た
。 

 

９
月
８
日
に
は
３
８
人
が
、
阪

神
淡
路
大
震
災
の
震
源
地
で
あ

る
北
淡
震
災
記
念
公
園
に
バ
ス

で
向
い
、
語
り
部
の
話
を
聞
い
た

ほ
か
、
野
島
断
層
保
存
館
な
ど
を

見
学
し
た
。 

 
 

清
掃
美
化
は 

 

意
識
向
上 

  

１
０
年
目
を
迎
え
る

櫛
田
川
幹
線
水
路
一
斉

清
掃
・
美
化
活
動
が
１
０

月
か
ら
１
１
月
に
か
け

て
行
わ
れ
、
計
５
２
３
人

が
参
加
し
た
。
当
初
予
定

日
は
台
風
２
６
号
の
影

響
で
中
止
と
な
っ
た
が
、

各
自
治
会
の
取
り
組
み

で
順
次
作
業
が
進
め
ら

れ
た
。 

活
動
の
推
移
に
つ
い

て
小
林
豊
地
域
環
境
部

会
長
は
「
活
動
が
始
め
ら

れ
た
こ
ろ
は
、
丌
法
に
投

棄
さ
れ
た
自
転
車
や
金

属
類
が
多
く
、
こ
れ
が
幹

線
水
路
と
見
間
違
う
ほ

ど
だ
っ
た
。
重
機
で
取
り

除
い
た
こ
と
も
あ
っ
た

け
れ
ど
、
近
年
は
美
化
意
識
が
高

ま
っ
た
。
地
区
の
大
き
な
活
動
と

し
て
定
着
し
た
」
と
成
果
を
称
賛

し
て
い
る
。 
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緊
張
の
中
で
ふ
れ
あ
い
防
災
訓
練 

非
常
時
の
ス
リ
ッ
パ
作
り
や
卵
殻
踏
み
体
験
も 

 

三
重
大
教
授
と
未
来
を
懇
談 

魚
の
生
息
環
境
保
全
へ 



    
 

 
 

 
 

 

                        

１
１
月
２
４

日
、
松
阪
市
伊
勢

寺
町
の
松
阪
農

業
公
園
・
ベ
ル
フ

ァ
ー
ム
で
開
か

れ
た
松
阪
牛
ま

つ
り
で
、
今
年
も

自
慢
の
味
ご
は

ん
を
販
売
し
た
。

０
９
年
か
ら
続

く
恒
例
の
イ
ベ

ン
ト
で
、
世
代
を

超
え
た
多
く
の

関
係
者
が
度
重

な
る
打
ち
合
わ

せ
会
議
と
、
前
日

の
材
料
買
い
出

し
を
含
め
た
入

念
な
準
備
な
ど 

 息
を
合
わ
せ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
４
０
３
食
を
午
前
１
１
時
半

ま
で
の
１
時
間
半
で
完
売
、
朝
見

な
ら
で
は
の
見
事
な
底
力
を
見

せ
つ
け
た
。 

味
ご
は
ん
は
、
朝
見
産
の
コ
シ

ヒ
カ
リ
を
使
用
、
和
田
金
の
特
産

松
阪
牛
肉
を
豊
富
に
入
れ
た
ほ

か
、
ゴ
ボ
ウ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
糸
コ

ン
ニ
ャ
ク
、
シ
メ
ジ
を
加
え
、
女

性
ス
タ
ッ
フ
が
朝
見
公
民
館
で

２
升
炊
き
の
ガ
ス
釜
７
基
で
３

度
炊
き
上
げ
た
。 

こ
れ
を
男
性
陣
が
軽
四
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
で
会
場
に
搬
送
、
テ
ー

ブ
ル
に
並
べ
な
が
ら
「
お
い
し
い

弁
当
は
い
か
が
で
す
か
」
「
朝
見

の
味
付
け
を
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
」
な
ど

と
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
販
売
し

た
。
女
性
人
の
卓
越
し
た
味
付
け

は
従
来
か
ら
折
り
紙
付
き
で
、
昼

前
に
は
行
列
が
出
来
る
ほ
ど
の

人
気
。
あ
る
別
の
住
民
協
議
会
の

関
係
者
は
「
こ
の
よ
う
な
活
動
は

経
済
効
果
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

和
も
生
み
出
す
。
早
く
ま
ね
た
い
」

と
」
活
動
を
称
賛
し
な
が
ら
、
買

い
求
め
て
い
た
。 

           

７
回
目
を
迎

え
た
「
あ
さ
み
夏

ま
つ
り
」
が
８
月

３
日
午
後
７
時

か
ら
、
朝
見
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
た
。

子
供
１
０
０
人
、

一
般
２
５
０
人

が
参
加
、
屋
台
と

踊
り
と
花
火
な

ど
で
し
ば
し
交

流
を
深
め
た
。 

今
年
は
若
い 

 

カ
ッ
プ
ル
の
ス 

ト
リ
ー
ト
ダ
ン

ス
で
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
。
中
央
で
は
、

朝
田
の
地
蔵
さ

ん
か
ら
借
り

た
屋
台
を
囲

ん
で
、
し
ょ
ん

が
い
踊
り
が
に
ぎ
や
か
に
繰

り
広
げ
ら
れ
、
参
加
し
た
踊
り

手
の
先
着
７
０
人
に
、
き
っ
す

る
の
商
品
券
（
５
０
０
円
）
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。
初
め
て

の
試
み
は
好
評
だ
っ
た
と
い

う
。 ま

た
、
体
育
館
前
の
テ
ン
ト

で
は
焼
き
ソ
バ
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、
か

き
氷
な
ど
が
楽
し
く
売
ら
れ
、

光
る
お
も
ち
ゃ
や
、
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
が
夏
休
み
中
の
子
ど
も

た
ち
の
人
気
を
集
め
た
。 

こ
の
ほ
か
、
威
勢
良
い
花
火

が
夜
空
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、

「
タ
マ
ヤ
ー
」
の
か
け
声
で
夕

涼
み
の
一
時
は
幕
を
閉
じ
た
。 

               

第
８
回
朝
見
ふ
れ
あ
い
芸
能

大
会
が
１
０
月
１
９
日
、
小
学
校

体
育
館
で
あ
っ
た
。 

 

２
０
組
が
出
場
し
て
自
慢
の

の
ど
を
披
露
、
中
に
は
特
注
の
舞

台
衣
装
で
登
場
の
参
加
者
も
あ

り
、
大
会
を
盛
り
上
げ
た
。
関
係

者
が
審
査
の
結
果
、
ア
ン
コ
ー
ル

大
賞
に
は
和
屋
町
の
北
川
ち
え

さ
ん
が
選
ば
れ
、
最
後
に
も
う
一

度
「
ふ
る
さ
と
太
鼓
」
を
熱
唱
し

て
大
き
な
拍
手
を
集
め
た
。 

 

ス
ト
レ
ッ
チ
で

元
気
づ
く
り 

 

元
気
な
体
つ
く
り
を
目
指

し
「
第
１
回
も
っ
と
歩
こ
う
」
が

１
０
月
２
７
日
午
後
１
時
半
か

ら
朝
見
小
学
校
体
育
館
で
あ
っ

た
。 

お
母
さ
ん
た
ち
を
中
心
に
２
４

人
が
参
加
し
、
健
康
セ
ン
タ
ー

担
当
者
の
講
和
の
あ
と
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
効
果
的
な
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
指

導
し
た
。 

参
加
者
た
ち
は
２
時
間
に
わ

た
り
、
み
っ
ち
り
と
体
を
動
か

し
た
。 

 

会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
菊
や

ラ
ン
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
が
文

字
通
り
花
を
添
え
た
。
ま
た
、

今
年
も
災
害
協
賛
企
業
を
中
心

に
多
く
の
協
賛
が
寄
せ
ら
れ
、

恒
例
の
抽
選
会
に
は
自
転
車
、

ス
ト
ー
ブ
な
ど
が
用
意
さ
れ
、

会
場
を
訪
れ
た
約
２
０
０
人
は

ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
ん
だ
あ
と
の

空
く
じ
な
し
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

ニ
コ
ニ
コ
顔
だ
っ
た
。 

 

                 

 

牧
戸
美
津
子
福
祉
部
会
長
に
よ

る
と
、
「
運
動
丌
足
が
解
消
で
き

た
」
「
な
か
な
か
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム

に
は
通
え
な
い
。
小
学
校
で
プ
ロ

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
本

格
的
な
ス
ト
レ
ッ
チ
が
学
べ
る

な
ん
て
」
と
ど
の
顔
も
満
足
げ
だ

と
い
う
。 

 

 

児
童
が
巡
回 

青
パ
ト
に
同
乗 

 

１
０
月
２
５
日
か
ら
２
９
日

ま
で
の
５
日
間
、
朝
見
小
学
校
の

３
年
生
１
８
人
が
１
日
子
供
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
員
と
な
り
、
青
パ
ト

車
に
同
乗
し
て
町
内
巡
回
に
同

行
し
た
。
活
動
に
参
加
さ
せ
る
こ

と
で
防
犯
意
識
を
子
ど
も
た
ち

の
中
に
育
て
る
の
が
狙
い
だ
。 

初
日
に
は
出
発
式
が
あ
り
、
葛

谷
光
繁
副
会
長
が
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
安
達
薫
防
犯
部
会
長
か
ら

記
念
品
の
ノ
ー
ト
が
渡
さ
れ
た
。 

第
１
班
は
３
人
で
、
車
に
乗
り

込
み
、
上
級
生
や
下
級
生
が
下
校

時
す
る
通
学
路
を
通
り
抜
け
な

が
ら
、「
車
や
丌
審
な
人
に
は
注

意
を
し
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
そ
れ

ぞ
れ
の
言
葉
で
、
訴
え
た
。
子
ど

も
た
ち
は
「
マ
イ
ク
に
向
か
う
と

ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
し
た
け
ど
、
面

白
か
っ
た
」
な
ど
と
話
し
た
。 

 

 

ひ
よ
こ
教
室
は 

７
回
開
催 

             

幼
児
の
健
や
か
な
教
育
に
役

立
て
よ
う
と
、
今
春
か
ら
旧
あ
さ

み
幼
稚
園
２
階
遊
戯
室
で
「
ひ
よ

こ
教
室
」
が
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で

に
７
回
実
施
さ
れ
た
。
５
月
１
９

日
に
第
１
回
が
「
み
ん
な
仲
良
し
」

の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
歌
な
ど
多
彩

な
活
動
に
多
い
時
は
３
０
人
が

参
加
。
「
い
つ
も
楽
し
げ
な
子
ど

も
た
ち
の
表
情
が
広
が
る
」
（
野

林
恵
利
子
同
育
成
部
会
長
）
と
い

い
、
子
ど
も
た
ち
の
情
操
教
育
に

貢
献
し
て
い
る
。 

  

  

地
域
ぐ
る
み
で
夕
涼
み 

夏
祭
り
大
に
ぎ
わ
い 

し
ょ
ん
が
い
音
頭
も
輪
を
広
げ 

あさみ会報４５号 平成２５年１２月２０日 発刊（２） 

４０３食を販売 

大人気の朝見味ごはん 
松阪牛まつりで結束力を発揮 

楽
し
く
歌
い
ま
し
た 

 
 

 
―災害時の救出作業の協力協定を結んでいますー 

◇災害時協力企業・事業所◇ 
株式会社北川鉄工建設・葵クレーン（朝田）  宝山石油株式会社

中尾木材有限会社・株式会社ミック・鍛冶春建設有限会社 

さくらテラス（立田） ススキ産機有限会社・溝口土建・井上組 

有限会社安達建設（和屋）  鈴木農産・㈲橋本電機・奥村農産 

（上七見）   東部建設株式会社（下七見）   第一産業株式会社

（新屋敷）  有限会社松井工務店・榊産業有限会社・エムエフマ

ツモト有限会社・岡田園芸・株式会社サンカ機工（古井） 

 小林ファームライスセンター（佐久米） 

茂谷工務店・大徳建設株式会社・上川運送株式会社・JA 松阪農機

センター（大宮田） 


